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長期構想とは・・・

○概ね２０年から３０年先の港の将来を展望する
長期的な構想

前回の志布志港港湾計画の改訂（平成５年）以降・・・
○船舶の大型化
○原木取扱量の増加
○東九州自動車道等の交通ネットワーク整備の進展
○賑わい空間の創出（市街地との回遊性） など

【背景・課題・社会情勢の変化】

これらの課題等に対応するため・・

志布志港長期構想を策定（令和7年3月）
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鹿 児 島 県

志 布 志 港 長 期 構 想 ＜ 概 要 版 ＞

目 指 す 姿

長 期 構 想 と は

〜地域のポテンシャルと稼ぐ力を引き出す，
世界に開かれた“志”あふれる 志布志港 〜

基 本 理 念

物流・産業
国内外とつながり，地域の経済と暮らしを支えるみなと

人流・賑わい

安全・安心

環境・エネルギー

人と人がつながり，魅力や賑わいにあふれるみなと

住民や企業活動の安全・安心を支える強靭なみなと

サステナブルな社会の実現をリードする環境にやさしいみなと

＜背景＞
志布志港は，九州南東部の太平洋に面した地理的優位

性と国内有数の農畜産地域である南九州地域を背後に
有し，国内外の物流拠点，飼料供給基地として背後地域
の産業・経済を支える重要港湾である。

昭和47年に港湾計画を策定し，直近の平成５年の改訂
や，その後の一部変更等により国際的な流通機能の充実
を図るべき港湾として位置づけ，整備を進めてきた。

＜目的＞
港湾を取り巻く環境の変化に対応するため，総合的な

港湾空間の形成とあり方について，目指すべき将来像
やその実現に向けた空間利用計画，施策などを「志布
志港長期構想」としてとりまとめるものである。

＜目標年次＞
概ね20年から30年先

令和７年３月

21



・農林水産物･食品輸出の増加
・道路交通ネットワーク整備によるアクセス性向上
・原木等取扱貨物の増加
・トラックドライバーの労働規制によるモーダルシフトの進展
・DXの進展，eコマース市場の急成長

・脱炭素社会の実現に向けた取組
・カーボンニュートラルポートの形成
・臨海部産業におけるエネルギー転換の要請

物流・産業 人流・賑わい

環境の変化

農林水産物・食品の輸出拡大等に
対応した環境整備

ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄの進展に対応した
ﾌｪﾘｰ・RORO輸送能力の強化

穀物の安定的かつ効率的な
海上輸送網の形成

港の地理的ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙを活かした
臨海部の土地利用

・インバウンド需要の増加
・港における賑わい・水辺空間の不足
・海釣り需要の高まり
・緑地公園の低利用化

環境の変化

地域の新たなﾆｰｽﾞに対応した
賑わい・水辺空間の形成

賑わいと活気のある
観光振興の推進

・地震・津波等の自然災害リスクの高まり
・気候変動による影響
・既存インフラの老朽化，維持管理費の増大

環境の変化 安全・安心

大規模災害時における迅速かつ
円滑な応急対策等の実現

津波災害時における港湾背後地域等へ
の被害低減対策の実現

既存港湾施設の計画的かつ効率的な
維持管理による港湾機能の保持

脱炭素社会の実現に向けた
港湾空間の形成

臨海部産業における脱炭素化の実現，
次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ受入環境の創出

生物多様性による
豊かな海の実現

【取組方針】 【取組方針】

【取組方針】

【取組方針】

【基本戦略】
県内及び南九州地域の安定
的な物流や産業の発展を支
える海上輸送拠点の形成

【基本戦略】
背後地域の観光振興を支え
る交流・賑わい拠点の形成

安全・安心
【基本戦略】

災害対応力の向上による
安全かつ安定した
防災拠点の形成

環境の変化

環境・エネルギー
【基本戦略】

環境に配慮した港づくりと
背後地域の脱炭素化を

先導する
ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾎﾟｰﾄの形成

Page.２
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物流・産業 国内外とつながり，地域の経済と暮らしを支えるみなと

基本戦略 県内及び南九州地域の安定的な物流や産業の発展を支える海上輸送拠点の形成
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